
平成 30 年度 4 月 SSH 活動記録 

学校設定科目「SSH 理数探究Ⅰ」オリエンテーション（2018.4.12・17） 

理数科 1 年生の皆さんに「SSH 理数探究Ⅰ」の授業の進

め方や評価方法等についての「説明が視聴覚室にて行わ

れました。 

 はじめに、「探究とは何か？」を説明しながら、生徒の皆

さんにも考えてもらいました。探究活動は、課題発見・仮説

と検証を繰り返しながら新たな知見を生み出したり、より深

い知識や技能を身に付けていきます。時には悩み・苦しむこ

ともあるでしょうが、探究活動を進めていく一番のコツは

「楽しむこと」です。失敗を恐れず、色んなことに挑戦しな

がら、探究活動を楽しんでいきましょう。 

 SSH 理数探究Ⅰでは、4 月から 11 月頃にかけて物理・化

学・生物・地学・数学・情報の合計 6 領域の授業を受けていき

ます。各領域では、探究活動に必要な「視点」や「技能」、

「考え方」などを学ぶことができます。また、それぞれの領

域に触れることで、自分がどの領域に興味があるのか考え

る大事な時間です。2年生になって探究活動をするという  
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学校設定科目「SSH 探究Ⅱ」オリエンテーション（2018.4.12） 

 理数科 2 年生の皆さんに「SSH 探究Ⅱ」の授業の進め方

や評価方法等についての説明が武道場にて行われまし

た。 

 SSH 探究Ⅱでは、各領域に分かれ、その領域内でチーム

をつくって研究をします。最終的に研究成果をあげるとい

うことだけでなく、探究活動を通して身に付けてほしいの

は「探究心や表現力」「科学的な見方や考え方」です。昨日

まで何とも思っていなかった草花、石、空、火、数字の羅列

が、科学的な見方や考え方が身に付くと、とても面白く見

えてくることがあります。自分自身で世界の面白さに気づ

くことができるわけです。もちろん、それだけではなく、探

活動は学校生活や卒業後の生活とも深く関係します。今、

社会で求められている力の一つは、課題発見・解決能力や

知識・技能の運用能力です。課題を見出し、知識・技能を使

って何ができるか。壁にぶち当たってもくじけず乗り越え

ていけるか。そんな力を養うことができるのが探究活動で 
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合わせて頑張っていきましょう！      

学校設定科目「SSH 探究Ⅲ」オリエンテーション（2018.4.11） 

 理数科３年生の皆さんに「SSH探究Ⅲ」の授業の進め方

や評価方法についての説明が武道場にて行われました。 

 SSH 探究Ⅲでは、SSH 探究Ⅱで行なってきた研究を論

文としてアウトプットします。まず、表現することについて

連想ゲームを通して学んでもらいました。犬から連想す

るキーワードを 10 個考えてもらいます。その後、4 名 1 組

のグループを組んで、グループ全員で一致したキーワー

ドが何個あるか確認します。すると、グループ全員で一致

したキーワードが何個あるか全員に聞いてみると、40 グ

ループ中2グループが、1個一致しただけでほとんどのグ

ループは一致さえしませんでした。このワークから分かる

ことは、言葉一つをとっても、それから連想されるイメー

ジというのは人によって大きくことなることがあります。

曖昧な表現をしてしまうと、話を聴く人（または論文を読

む人）ごとに、研究の捉え方が変わったり、本質的に何が

言いたいのか分からなくなってしまいます。表現の理想 

は、自分たちが伝えたいことが全く同じように伝わるこ 

とです。そのためにも、使う言葉を選んだり、表現方法を 

考える必要があるわけです。論文を書くことを通して、何をどう伝えれば良いかを学んでいきましょう！  
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